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す ご

　盛岡市内の巣子地区には国道４号沿いにアカマツ・カラマツ林が続き、牧草地や
岩手山など周辺の景観と調和した風景が作り出されており、これら一帯を「巣子の
森」と称しています。豊かな自然が残されている一方で、寿命に近づいた樹木が多
数あり、降雪や風雨により倒木や枝折れが発生し、走行する車両等への事故が後を
絶たない現実があります。
　盛岡国道維持出張所では、国道４号の道路管理として環境を保全しつつ災害をな
くすため、地域住民の方々による「巣子の森を語る広場」と連携していろいろな活
動を行っています。その活動の内容をご紹介いたします。

～巣子の松街道～
緑地や並木の保全と利活用に
関する諸活動に取り組む地域
住民により、２００５年４月
に発足した団体です。

点検路整備

樹木の保全

草刈りや落下枝と倒木の除去を行い、木材チップに加工し
点検路に敷設することを進めています。

ツル等の除去や害虫・枯れ状態を確認して、アカマツが
枯れている場合は岩手県にお願いして松食い虫の検査を
行っています。

木材チップ



動植物の観察や貴重な植物の表示札設置

危険木の確認と伐採

カメラを片手に思い思いに観察を楽しむことが出来ます。また除草の際に、
誤って刈り取ってしまわないように、貴重な植物へ表示札を設置しています。

冬の風雪による落枝や倒木の事故を未然に防ぐため調査を行い、危険と判断
されたものについては伐採を行いました。

　コゲラ・ニホンリス・オオムラサキの幼虫などを目撃。
ニホンリスと野ねずみが食べたクルミの跡の違いも教わり
ました。所々にある林が開けた「ビューポイント」では、
岩手山や牧草風景が満喫でき、新緑や雪をかぶった並木が
幻想的でした。
　車窓から眺めただけではなく、ゆっくり散策することで
得られる景色のすばらしさを再発見です。
　皆様、ぜひ一度はお立ち寄り下さい！ 盛岡国道維持出張所長


